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シンポジウム：遺跡資料リポジトリ 
    

 －遺跡調査報告書の電子化と利用促進のために－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： 平成 21 年 11 月 27 日（金） 13:00-17:30 

 

会 場： 大阪大学附属図書館 総合図書館ホール 

 

 

 

主 催： 国立情報学研究所 CSI 委託事業(領域 2)遺跡資料リポジトリ・プロジェクト WG 

後 援： デジタルリポジトリ連合（Digital Repository Federation: DRF）  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趣  旨 
 

国内で発行される遺跡調査報告書は，考古学・歴史学分野におけるきわめて重要な基本資料
であるが，発行部数も限られており，教育・研究や学術調査活動のために十分に利用できる体
制にあるとは言いがたい。遺跡資料リポジトリプロジェクトはこれらの報告書全文を電子化し
Web 上で公開することを目標とするもので，「報告書抄録」の項目をリポジトリ仕様
（OAI-PMH）のメタデータに使用し、これに電子版の報告書をリンクさせることで，多様で柔
軟性をもつ汎用的な提供の仕組みを構築する。 

本シンポジウムでは，様々なステークホルダーからの講演や事例報告等に基づき，冊子体と
電子メディアが相互補完的に機能し，貴重な文化遺産及び文化財に関する情報が Web を通じて
広く公開・提供され，教育・研究・調査活動や一般社会で広く利用される環境構築について考
える。 



ご  挨   拶 

 
 
 「シンポジウム：遺跡資料リポジトリ」の開催にあたり、プロジェクトを代表として一言ご
挨拶申し上げます。 
 本プロジェクトが対象としています遺跡資料（遺跡調査報告書）は、我が国における国民共
通の文化遺産の記録として、また大学・研究機関にあっては調査・研究のための学術情報資源
として、極めて価値のあるものです。 
 近年、大学・研究機関等では、国立情報学研究所との共同事業である「次世代学術コンテン
ツの基盤構築事業」により、教育研究活動の成果である学術情報の収集、組織化、保存及び発
信を目的として、「機関リポジトリ」による学術情報流通の整備事業が進行しています。 
 「遺跡資料リポジトリ」プロジェクトは、この機関リポジトリで主たる収集対象となってい
る学術情報（学術研究論文等）を遺跡資料に置き換え、これらの電子版調査報告書をリポジト
リサーバに収録し、報告書抄録データとともにリポジトリ仕様（OAI-PMH）で提供すること
により、考古・歴史分野における学術情報流通の基盤を形成しようとするものです。平成２０
－２１年度国立情報学研究所の最先端学術情報基盤整備事業（ＣＳＩ）[第２期] 委託事業及び
平成２１年度日本学術振興会科学研究費補助金（研究成果公開促進費）「データベース」など
の支援を受け、広域事業として取り組みを行っています。 
 なお、プロジェクトの遂行にあたっては各地域の国立大学や自治体文化財担当部署、独立行
政法人奈良文化財研究所ほか、多くの機関、団体、研究者の方々のご協力を頂いています。こ
の場をお借りして厚くお礼申し上げます。 

今回の「シンポジウム：遺跡資料リポジトリ」では、プロジェクトへの議論や理解が深まり、
また課題解決に向けてのご意見やご協力を賜りつつ、全国的な展開・普及を推し進め、冊子調
査報告書と共存しつつ、より多くの電子版調査報告書のコンテンツが収集・提供できるシステ
ムへと発展する契機となることを期待しています。 
 
平成２１年１１月２７日 
 
 
平成 20-21 年度国立情報学研究所 CSI 委託事業（領域２）「遺跡資料リポジトリの構築」プロジェクト代表 

平成 21 年度日本学術振興会 科学研究費補助金（研究成果公開促進費）「遺跡資料データベース」研究代表 

               
島根大学附属図書館長     平 川  正  人 
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プログラム 
 
司会進行：  小花洋一 岡山大学学術情報部長 
                                    
13:0013:10  開会挨拶 小泉潤二 大阪大学附属図書館長 
□講 演 

13:1013:40  基調講演 「発掘調査報告書をめぐる諸問題」                 (p. 5) 
禰冝田佳男 文化庁記念物課主任文化財調査官 
 

13:4014:00  講 演 「考古学の研究教育と発掘調査報告書」                     (p. 6) 
福永伸哉 大阪大学大学院文学研究科考古学研究室教授 
 

14:0014:20  講 演 「サブジェクト・リポジトリ：遺跡資料と地域連携」         (p. 10)  
   村上祐子 東北大学大学院理学研究科准教授  
  
14:2014:40  講 演 「遺跡抄録データの活用と資料公開」                 (p. 12)  

赤塚次郎 愛知県埋蔵文化財センター調査課長 
 

休憩（10分） 
□事例報告 

14:5015:20 「遺跡資料リポジトリシステムの概要と登録の実際」              (p . 1 5)  
         福山栄作 島根大学附属図書館 

「遺跡資料リポジトリの登録から公開まで」                   ( p. 18)   
    中井陽子 島根大学附属図書館                         
 

15:2015:40 「高知県埋蔵文化財センターにおける PDFデータの公開」         (p. 21)  
廣田佳久 (財 )高知県文化財団埋蔵文化財センター調査課長  

 
＜平成 21年度プロジェクト事例報告＞                    (p. 2731)      

15:4015:50 「茨城県遺跡資料リポジトリ状況報告」篠塚富士男 筑波大学附属図書館               
15:5016:00 「遺跡資料リポジトリ構築に向けて：香川県域を回る」岩澤尚子 香川大学図書館             
16:0016:10 「宮崎県遺跡資料リポジトリ」寸田五郎 宮崎大学附属図書館                      

 
16:1016:30 デモンストレーション「歴史遺産とＧＩＳ」  

小野 博 コンテンツ株式会社                  ( p. 32) 
□共同討議 

16:3017:30 パネルディスカッション／全体討議 
「遺跡資料リポジトリの普及・拡大のために」               (p. 33) 

司会進行：吉光紀行 山口大学情報環境部情報推進課長 
パネリスト：禰冝田佳男，福永伸哉，村上祐子，森本晋(奈良文化財研究所 ) 

赤塚次郎，福山栄作 
 

17:30     閉会挨拶 細戸康治 大阪大学附属図書館事務部長 
 
17:3018:00 休憩・移動 
18:0019:20 情報交換会 
 
        ＜資料編＞                               （p. 3450）      
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講    演 

 
 
 
 

１．基調講演 「発掘調査報告書をめぐる諸問題」 

禰冝田 佳男 （文化庁記念物課主任文化財調査官） 

 

２．講  演 「考古学の研究教育と発掘調査報告書」 

福永 伸哉 （大阪大学大学院文学研究科考古学研究室教授） 

 

３．講  演 「サブジェクト・リポジトリ：遺跡資料と地域連携」 

   村上 祐子 （東北大学大学院理学研究科准教授） 

 

４．講  演 「遺跡抄録データの活用と資料公開」 

赤塚 次郎 （愛知県埋蔵文化財センター調査課長） 
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発掘調査報告書をめぐる諸問題 

禰冝田佳男（文化庁記念物課） 
１ 埋蔵文化財とは？ 

  ①定義 
   ・土地に埋蔵された文化財（≒遺跡）。 
  ②意義 
   ・わが国の歴史と文化の内容を明らかにすることのできる国民共有の財産。 
   ・地域づくり、ひとづくりにも寄与する、歴史的、地域的資産。 
２ 埋蔵文化財保護行政における発掘調査の意義 

  ①埋蔵文化財保護行政の構造 
   ａ 遺跡の把握・周知 
   ｂ 遺跡の保存のための調整 
   ｃ 遺跡の調査（現状保存目的の調査、遺跡の記録を残す目的の調査） 
   ｄ 遺跡の活用 
     →埋蔵文化財保護行政はａからｄへの流れがあり、各段階で発掘調査が行われる。 
  ②意義 

・発掘調査は、埋蔵文化財保護行政において、もっとも基礎的かつ重要な行政措置。 
３ 発掘調査報告書とは？ 

  ①内容 
・埋蔵文化財の保護措置を講じた行政措置の記録。 
・発掘調査の内容をまとめた学術的な内容の記録。 

  ②性格 
   ・消滅した埋蔵文化財にかわるもの。 
   ・永久に保存し活用していくことが求められる。 
  ③対象 
   ・発掘調査報告書の内容を理解できる人を対象に作成する。 

・行政等に所属する埋蔵文化財関係の専門職員、大学等研究機関に所属する研究者、考古学等

を専攻する学生。 
４ 発掘調査報告書の現状 

  ①保存のための媒体 
  ・印刷物として 300 部～500 部。 
  ・現状では、長期間にわたって残すことのできる媒体である。 
  ・失われた埋蔵文化財にかわるもので、消滅するようなことがあってはならない。 
②発掘調査報告書の利用状況 

   ・国民一般は発掘調査報告書の内容を理解することは難しい。 
   ・全国の地方公共団体、大学等の研究機関、図書館等に置いて利用者がいつでも利用できる状

況、環境にする。 
   ・発掘調査報告書の内容を理解できる人が、その内容を国民に広く伝える。 
５ 発掘調査報告書に関する今後の課題 

  ①発掘調査報告書のデジタル化の問題 
   ・発掘調査報告書だけの問題ではなく、「デジタル技術」全体の問題。 
   ・永久保存、長期保存するための媒体に何を選択するか。 
   ・利便性ではなく確実な保存。 
   ・コストの問題（発掘調査費用、保管スペース）。 
  ②発掘調査報告書を後世に保存していく手法についての検討 
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考古学の研究教育と発掘調査報告書

福永伸哉（大阪大学文学研究科）

１ 日本の発掘調査報告書の歴史

・徳川光圀の車塚(侍塚)古墳発掘調査 大金重貞『湯津神村車塚御修理』 年(元禄 )1692 5

E.S. E.S. Morse, University of Tokyo, 1879・ モースの大森貝塚発掘調査 Shell Mounds of Omori,

矢田部良吉訳『大森介墟古物編』東京大学､ (明治 )1879 12

・ 史蹟勝地調査會報告 『史蹟名勝天然記念物調査報告書』大正～昭和『 』

1917 1942・ 京都帝国大学文学部考古学研究報告』 ～『

・ ････遺跡発掘調査報告書』 年代頃から『 1960

・年間数千冊のペースで発刊

侍塚｢発掘調査報告書｣( 年） 大森貝塚発掘調査報告書（ 年）1692 1879

２ 考古学の研究教育と報告書

・考古学講座の開設→発掘調査報告書・学術雑誌・同人雑誌の収集量が講座の研究教育環境を左右

・報告書は原則非売品→図書交換による収集

・報告書の整理法 府県別、市町村別、遺跡別が普通。

・報告書の整理作業と収蔵スペースの問題

・卒論・修論研究の進め方 ( )研究史整理 ( ) ( )データベース作成1 2 3報告書の悉皆検索

( )資料分析 ( )資料の実地調査 ( )論文執筆 ( )図面作成4 5 6 7

6
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サブジェクト・リポジトリ
遺跡資料と地域連携

村上祐子

東北大学

サブジェクト・リポジトリ

• 研究分野ごとのデジタル資料が保存・公開さ
れているサーバ

• 研究者によく知られており、利用も多い

• 数学・物理・経済学が著名

• 最近のリポジトリランキング上位20位までのう
ち、広義のサブジェクトリポジトリが8 （機関リ
ポジトリは11）

サブジェクトリポジトリの方向性

もちろん不可分

• 論文共有：メタデータの標準化

• データ共有（e‐science）：メタデータ＋フォー

マットの標準化

他の研究者の成果を再利用するためには、実
験データの共有が必須という認識。

データリポジトリ

• サブジェクトリポジトリのうち、データを中心と
するもの

• 考古学
– Archaeology Data Service.

– Open Context. (Alexandria Archive Institute).

学際領域としての文系

– 研究手法の多様化：質的→量的
• 測定技術の導入・進歩：衛星・同位体…

• 分析手法の拡大

– 一回性：発掘・演奏…記録資料が重要

• e‐サイエンスのアプローチ

• 継続と蓄積の力

– 論文の性質：実験のような再現可能性のための
論文だけではない。論文そのものが表現のことも。

問題点

• 「デジタルデバイド」
– 研究手法、地域格差…

• 言語・フォーマットの違い

– 共通化困難
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Laten American Knowledge Harvester

• ラテンアメリカ関連資料

• サーバに直接保存するも
のではなく、他のリポジト
リに分散している当該分
野の資料をハーベストし
て、英訳して提供

• 世界リポジトリランキング
総合223位、Scholar項目
7位（＝新しい論文が多く
入っている）

Social Science Research Network

• 各分野のアブストラク
ト・ワーキングペーパー
を発信

• 無料登録制

考古学サブジェクトリポジトリ リンク先

自治体との連携

• 国立学校と公立学校は、学校教育上支障が
ないと認める限り、学校の施設を社会教育の
ために利用に供するように努めなければなら
ないとされる（社会教育法第44条第1項）。

自治体の方へ

• ホームページからのリンク

– 地域アイデンティティ

– 教育利用

– 文化保存

– 観光との協同
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遺跡抄録データの活用と資料公開
愛知県埋蔵文化財センター　赤塚次郎

■遺跡抄録データの活用について
抄録データは報告書メタデータとして，ある程度の標準化されたテキスト
データであり，刊行書物としての「報告書 PDF」だけではなく，遺跡調査
現場資料から各種関連研究レポート類を含めて，多様な検索内容を可能に
する。
現在の使用のデータベース
・報告書抄録・画像・年報 PDF・研究紀要 PDF

遺跡名・所在地・写真（報告書掲載画像）
抄録データへの Link

検索（遺跡名・内容・・・）
詳細検索（遺跡の検索画面）

12



遺跡の位置（Gマップ表示）

写真（報告書掲載画像を中心にして）

関連する年報データ
（PDF・ダウンロード）

研究紀要データ（検索遺跡に関連するレ
ポート）PDF・ダウンロード

抄録データ

遺跡の位置へ

13



事 例 報 告 
    

１．遺跡資料リポジトリシステムの概要と登録の実際 

福山 栄作 （島根大学附属図書館） 

 

２．遺跡資料リポジトリの登録から公開まで 

中井 陽子 （島根大学附属図書館） 

 

３．高知県埋蔵文化財センターにおけるPDFデータの公開 

 －DTP におけるPDF データの活用－ 

廣田 佳久 （(財)高知県文化財団埋蔵文化財センター調査課長） 

 

４．平成２１年度遺跡資料リポジトリ・プロジェクト事例報告 

（１） 茨城県遺跡資料リポジトリ状況報告 

篠塚 富士男 （筑波大学附属図書館） 

（２） 遺跡資料リポジトリ構築に向けて：香川県域を回る 

岩澤 尚子 （香川大学図書館） 

（３） 宮崎県遺跡資料リポジトリ 

寸田 五郎 （宮崎大学附属図書館） 

 

５．歴史遺産とＧＩＳ 

小野  博 （コンテンツ株式会社） 
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遺跡資料リポジトリシステムの概要
と登録の実際

2009/11/27

島根大学学術国際部図書情報課
福山 栄作

遺跡資料リポジトリとは
全国各地で発掘・調査され、調査報告書として刊行される遺跡調査報告

書は、考古・歴史分野における重要な研究・教育・調査活動における不可
欠の資料として、また、我が国の貴重な文化遺産の記録として極めて重要
な資料群です。しかしながら，これらの資料は少部数発行の印刷資料であ
り、寄贈等で流通範囲も限られることから一般には利用しにくい資料となっ
ています。

“遺跡資料リポジトリ”プロジェクトは、電子調査報告書をリポジトリサーバ
にアーカイブし、報告書抄録データをもとにリポジトリ仕様（OAI-PMH）で公

開するものです。本プロジェクトは、自治体文化財担当部署と国立大学法
人との連携・協力体制により各地域単位でリポジトリを分散構築し、これら
の成果物をリポジトリのハーベスト機能や多様な利用システムにより、遺
跡資料調査報告書の利活用を促進することを目的としています。

全体イメージ

奈良文化財研究所
報告書抄録データベース

コミュニケーションサーバ

県域遺跡資料リポジトリサーバ

国立情報学研究所
JuNii+(リポジトリDB)
WebCat Plus

システム構成

VMWare
ホストOS:Linux,Windows
クライアントOS:Linux(CentOS)
サーバの仮想化→複数環境の共存

クライアントはファイルイメージ→バックアップ，再設定

Earmas
国産リポジトリシステム

遺跡固有情報管理機能

他システム連携のカスタマイズ

HOST OS(Linux,Windows)

VMWare

仮想マシンOS(Linux：CentOS)

遺跡資料リポジトリシステム
Earmas

コミュニケーションサーバ メタデータ

書誌メタデータ
書名ふりがな,書名,副書名,巻次,
シリーズ名,シリーズ番号,編・著者
名,編集機関,発行機関,発行年月
日,作成機関ID,郵便番号,電話番
号,住所

遺跡メタデータ
遺跡名ふりがな,遺跡名,所在地ふ
りがな,遺跡所在地,市町村コード,
遺跡番号,北緯（日本測地系）,東経
（日本測地系）,北緯（世界測地系）,
東経（世界測地系）,調査期間,調査
面積,調査原因,種別,主な時代,遺
跡概要,特記事項
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データソース

個別Webcat Plus×○Webcat Plus

一括GoogleMaps○△
報告書抄録
データベース

登録方法連 携
遺 跡

メタデータ

書 誌

メタデータ

GoogleMaps連携は、遺跡の位置情報が必要
Webcat Plus連携には、書誌メタデータにNCIDが必要

PDF仕様

なし約30MGファイル分割

２値：G3，多値：jpeg低圧縮高圧縮圧縮率

カラー写真600dpi300dpiカラー

モノクロ写真600dpi300dpiグレー

テキスト・図600dpi600dpi２値

備考保存用公開用

※ディスプレイ解像度：96dpi(Mac:72dpi)
G3:CCITT Group3,圧縮時データ損失無し

OCR透過テキスト付PDF

PDF拡大
１００％

３００％ １２００％

検索方法

遺跡資料リポジトリ

検索

報告書検索

報告書全文検索

遺跡検索(GoogleMaps)

一覧

書名一覧,編著者名,地域区分…

コミュニティ

横断検索

報告書全文検索

・登録PDF中のテキストから

検索インデックスを生成

・検索語が使用されている前
後の文章表示

・紙からスキャンしOCR処理
したものは誤認識有り

・印刷時にフォント埋め込み
で作成されたデータでは高
い精度が期待できる

遺跡検索
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横断検索 詳細画面

Google/Yahoo!
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遺跡資料リポジトリの登録から
公開まで

島根大学学術国際部図書情報課

中井陽子

利用者メニュー
【一括登録】

メタデータの一括登録を行います。

【一括ダウンロード】

登録済みのメタデータを奈良文化
財研究所提出用の形式でダウン
ロードできます。

【新規登録】

報告書データの新規登録を行いま
す。Nacsis Webcatからの流用登

録も行うことができます。

【アクセス統計】

公開中のデータのアクセス数、ダ
ウンロード数、キーワード検索の件
数を見ることが出来ます。
（付録2参照）

管理者メニュー

【一括処理】

登録したメタデータの一括修正を行
います。

【PDF一括登録】

PDFファイルの一括登録を行います。

【遺跡管理】

登録した遺跡情報の重複検索とそ
の結果について修正・削除を行いま
す。

【代行ユーザー変更】

管理者はユーザー情報を変更し、
他のユーザーとして作業を行うこと
が出来ます。

作業待ちデータ

1. メタデータが登録

されたデータ

2. PDFファイルが登

録されたデータ

3. 確認者による確認

待ちのデータ

公開中のデータ

ユーザが登録した全
データ

登録から公開までの流れ

１．メタデータの登録（個別/一括）

2．報告書PDFファイルの登録

（個別/一括）

3．公開者・確認者によるデータの公開

（個別/一括）

１．メタデータの登録

パターンパターン11
Nacsis Webcatの書誌情報を

メタデータとして利用（個別登録）

パターンパターン22
奈良文化財研究所提出データを

メタデータとして利用（一括登録）

＊奈文研提出データが無い場合も、同フォーマットを使用して書誌情報と

遺跡名（*必須）のみによる一括登録も可能です。（付録1参照）
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パターン１ Nacsis Webcatから流用登録 パターン２ 奈文研提出データを一括登録

２．報告書PDFの登録

パターン１パターン１

詳細画面で1件ごとにファイルを追加して

PDFファイルを登録（個別登録）

パターンパターン22
データIDの入った専用ファイルをダウンロード

してPDFファイルを登録（一括登録）

パターン１ 詳細画面から個別にPDF登録

パターン２ 専用ファイルをダウンロードして
一括PDF登録

2列目の空欄にPDFファイル名を

入力したものをアップロード

3．公開者・確認者によるデータの公開

パターン１パターン１

詳細画面から1件ごとに「公開設定および
最終確認」ボタンを押して個別に公開

パターン２パターン２

一括処理の機能を使ってデータの状態を

「公開待」「確認待」から「公開」に変更

＊メタデータ項目によって十分に絞込みを行った結果に対し、一括処理を行う

事が可能です。

19



3

パターン1 詳細画面からの公開 パターン２ 一括処理で状態を公開に変更

付録1 メタデータ一括登録用データ

項目一覧
(書誌情報) (遺跡情報)
項目 必須 項目 必須

1 書名ふりがな ○ 16 遺跡名ふりがな ○
2 書名 ○ 17 遺跡名 ○
3 副書名 18 所在地ふりがな

4 巻次 19 遺跡所在地

5 シリーズ名 20 市町村コード

6 シリーズ番号 21 遺跡番号

7 編著者名 22 北緯（日本測地系）

8 編集機関 23 東経（日本測地系）

9 発行機関 24 北緯（世界測地系）

10 発行年月日 25 東経（世界測地系）

11 作成機関ID 26 調査期間

12 郵便番号 27 調査面積

13 電話番号 28 調査原因

14 住所 29 種別

15 本内順位 30 主な時代

31 遺跡概要

32 特記事項

付録2 アクセス統計

アクセス数

PDFダウンロード数

キーワード検索の件数
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高知県埋蔵文化財センターにおける PDF データの公開
－ DTP における PDF データの活用－

㈶高知県文化財団埋蔵文化財センター
廣田 佳久

1. はじめに
⑴ なぜ高知県から

⑵ 本来の目的

報告書を始めとした印刷物のFull DTP化
＊ハード・OS・ソフト進歩

＊フォント環境の改善

＊デジタルカメラの進歩

＊インフラの整備

⑶ 副産物としてのPDFデータ

⑷ Web公開サイト

① 高知県埋蔵文化財センターのホームページ

② 埋蔵文化財情報管理システム

遺 跡 情 報 リ ポ ジ ト リ シ ン ポ ジ ウ ム 発 表 資 料
2009.11.27 大阪大学付属図書館 総合図書館ホール

𤭯

図1　フォント環境の改善

埋蔵文化財情報管理システム

報告書PDF

埋蔵文化財情報管理サイト

遺跡情報管理

収蔵図書情報管理

県内発掘調査情報管理

埋蔵文化財発掘調査報告書

埋蔵文化財センター年報

その他の報告書等印刷物
書名（報告書等印刷物）
記者発表および現地説明会資料
遺跡と関連報告書

PDFデータの作成仕様書

http://pc2.sites-tosa-unet.ocn.ne.jp/http://pc2.sites-tosa-unet.ocn.ne.jp/

http://pc2.sites-tosa-unet.ocn.ne.jp/menu1.htmhttp://pc2.sites-tosa-unet.ocn.ne.jp/menu1.htm

http://pc2.sites-tosa-unet.ocn.ne.jp/pdf_sites/index.htmhttp://pc2.sites-tosa-unet.ocn.ne.jp/pdf_sites/index.htm

図5　埋蔵文化財情報管理システムの構成

図4　報告書PDF

図3　Web公開DB

図2　高知県埋文ホームページ
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2. コンピュータの導入からDTPへの取り組み
⑴ 写植印刷からDTPへ

1993年（平成5年）Macintosh ，PSプリンタ・QuarkXPressの
導入

⑵ 作業の効率化と高い精度

⑶ 問題点として

① フォント環境

プリンタフォントと外字

② インフラの未整備

3. フォント環境の改善とインフラの整備
⑴ OCF→CID→New-CIDからOTFへ（MacOSXがOTFを搭載）

プリンタフォントを必要としなくなった
⑵ 外字問題の解消

Adobe-Japan 1-5 準拠（20,317字）

簡単に外字を作成・登録可能
⑶ PDFへの埋め込みが容易に

⑷ インフラの整備と36回以上の研修

整理作業員2名に1台

4. 報告書のPDF化
⑴ Full DTPからの書き出し

① デジタルトレース

② デジタル写真

③ InDesignでの編集そして書き出し

図6　QuarkXPress3.3

図7　Illustratorのグリフレット

図8　Illustratorによるデジタルトレース（円面硯）

図10　無影写真（土偶）図9　有影写真（弥生土器 壷）
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⑵ デジタル化以前の報告書のPDF化

① データの種類に応じたスキャニング

② OCRでのテキストの読み込みと校正

③ InDesignでの編集そして書き出し

5. 埋蔵文化財情報管理システムの構築
⑴ 遺跡台帳のデータベース化（遺跡情報管理）

⑵ 収蔵図書のデータベース化（収蔵図書情報管理）

⑶ 県内の報告書の「報告書抄録」の作成とデータベース化（県内発掘調査調査情報管理）

表1　Full DTPデータの書き出し解像度

データ種類 再版可能なPDF Web公開用PDF
文字 サブセットで埋め込み サブセットで埋め込み
線画 圧縮なし 300dpi

白黒写真 圧縮なし 150ppi
カラー写真 圧縮なし 150ppi

表2　DTP以前のデータの書き出し解像度

データ種類 再版可能なPDF Web公開用PDF
背景の文字 サブセットで埋め込み サブセットで埋め込み
文字・線画 600dpi 150dpi
白黒写真 350ppi 150ppi

カラー写真 400ppi 150ppi

図11　情報管理システムの記者発表1998年（平成10年）5月13日読売新聞
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⑷ 平成10年度郵政省からの寄付金でサーバを導入

⑸ 問題点

① インターネット回線の速度

② サーバがUNIX未対応

6. 公開サーバの導入とPDFデータのWeb公開
⑴ 大規模発掘調査に伴って 2004 年公開サーバの

導入

⑵ サーバのUNIX化

⑶ 報告書PDFの公開

① 埋蔵文化財発掘調査報告書

② 高知県埋蔵文化財センター年報

③ その他の報告書等印刷物

④ PDFデータの作成仕様書

⑷ 埋蔵文化財情報管理システムの移植

遺跡情報管理システムからのアクセス

7. 高知県埋蔵文化財センターのPDFデータ
利用者の便を考慮したPDFデータを掲載

⑴ データサイズは約10MB以下に

⑵ 章を基準に分割し，必要な箇所のみダウンロード

可能に

⑶ テキスト背景に埋め込み，忠実に検索可能

（DTP以前のデータPDFデータについて）

⑷ 「しおり」も細かく設定

章・節・項・図版の写真など

図12　埋蔵文化財発掘調査報告書サイト

図13　高知県埋蔵文化財センター年報サイト 図14　その他の報告書等印刷物サイト
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図20　土佐国衙跡発掘調査報告書ダウンロードページ図19　土佐国衙跡の概要と関連報告書

図17　遺跡情報管理検索結果画面

図18　検索結果の表示

報告書が刊行されている場合は，遺跡名をクリックする
ことで遺跡概要（図 19）または報告書ダウンロードページ

（図20）にアクセスすることができる。

図16　遺跡情報管理検索画面

図15　遺跡情報管理システムサイト
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8. 今後の課題
⑴ サーバ更新にかかる経費問題

⑵ Web2.0にも対応したシームレスなシステムの再構築

⑶ 後継者の育成

⑷ 今後の埋蔵文化財行政

図23　報告書PDFWeb公開の記者発表 2005年（平成17年）1月18日高知新聞

図21　DTP以前のPDFデータ（土佐国衙跡） 図22　DTP以後のPDFデータ（西野々遺跡Ⅰ）

高知
埋文

文蔵くん まいちゃん

図24　埋文センターのマスコット
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茨城県遺跡資料リポジトリ状況報告 

 

筑波大学附属図書館 篠塚富士男 

 

１．はじめに―筑波大学附属図書館における「埋蔵文化財発掘調査資料」の収集 

1995 年 11 月 本学歴史・人類学系資料室保管の図書を附属図書館に移管 

        ・内容は考古学発掘資料と地方自治体史約 9,000 冊（多くは考古学

発掘資料）で、今後も継続的に図書館に寄贈されることになった 

        ・図書館では考古学発掘資料を「埋蔵文化財発掘調査資料」として

別置 

        ・ラベル 1 段目は「210.2＋日本地方区分」（茨城県であれば 210.231） 

        ・ラベル 2 段目は「遺跡の発掘された市区町村名」あるいは「対象

地域の地方自治体名」から、著者記号表を用いて決定 

2009 年 11 月現在 「埋蔵文化財発掘調査資料」は約 29,000 冊 

          ・このうち茨城県関係のものは約 1,000 冊 

          ・年間増加冊数は約 1,700 冊（最近 5 年分の平均、うち茨城県

のものは約 50 冊） 

 

２．今年度の活動状況 

  2009 年 9 月  遺跡資料リポジトリ用サーバのセットアップ完了 

           本学考古学コースの教員と打合せ（図書館から協力依頼をした） 

      10 月   教員から紹介をうけた県内の 3 つの自治体の担当者に連絡をとり、 

自治体側の状況を確認 

      11 月   県内各自治体の教育委員会に協力依頼文書を発送 

  （今後の予定） ○自治体担当者を対象とする遺跡資料リポジトリ説明会を開催 

          ○実際に各自治体と個別交渉し可能なところから登録 

 

３．課題と対処 

  ○著作権処理（許諾）については各自治体によって対応が異なる可能性が高いが、基

本的に自治体の意向に従う。 

     ○報告書の電子ファイルの寄贈については、自治体側も未経験のことでもありこれか

らの検討になるが、冊子体からの電子化は今後の経費負担の問題もあるので、極力

電子ファイルを寄贈してもらう方向でお願い・調整する。 
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平成 21 年 11 月 27 日（金） 

シンポジウム・遺跡資料リポジトリ（事例報告） 

 

遺跡資料リポジトリ構築に向けて：香川県域を回る 

香川大学図書館 岩澤尚子 

 

１．プロジェクト参加の経緯 

 島根大学が代表となって採択されたプロジェクト：平成 20-21 年度国立情報学研究所Ｃ

ＳＩ委託事業「遺跡資料リポジトリの構築 ：中国 5 県域から広域連携へ」に、平成 21 年

度より香川大学も参加することとなった。平成 21 年 2 月 26 日に開催された「遺跡資料リ

ポジトリ・セミナー」に本学の遺跡関連教員と共に参加したことがきっかけとなり、地域

貢献の一つとして香川県遺跡資料リポジトリ構築に向けて動き始めた。 

 

２．自治体への説明方針 

 当初は、遺跡専門担当部署がありそうな自治体への説明から始めようと考えていたが、

香川県は県市町合わせて 18 ヶ所で面積的にも狭いことから、全ての自治体への説明を目標

とした。また、なるべく訪問して、直接顔を合わせて説明することを目指した。 

 

３．自治体への説明方法 

(1)担当者へのコンタクト 

学内関連教員の協力を得て、知り合いの自治体担当者を紹介してもらう。それ以外は HP

等で調べて直接文化財担当へ連絡を取り、訪問のアポイントメントを取る。 

(2)説明資料 

・島根大学作成のパンフレット「遺跡資料リポジトリ～発掘調査報告書の電子化・保存・

公開推進のために～」 

・目的・機能・お願いしたいことなどを簡単にまとめた本学作成資料（前年度参加館作成

資料を参考） 

(3)説明内容 

・「リポジトリ」とは何か。 

・「遺跡資料リポジトリ」とはどのようなものか。 

・メリットは何か。 

・まずお願いしたいことは発掘調査報告書の提供。 

・今後は、印刷する場合の PDF ファイル提供。 

・実際の手順。（今年度の資料遡及 PDF 化は予算あり） 

・公開に当たっての注意事項。（著作権等） 
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４．実際に説明に回って 

(1)結果 

説明期間：平成 21 年 7 月～10 月 

18 自治体中、13 自治体訪問＋5 自治体資料郵送 

       13 自治体協力＋5 自治体該当なし 

(2)意見・感想等 

・発掘等に携わっている専門の担当者からは、特に歓迎された。 

・抄録のないものについて協力を申し出てくれた担当者がいた。 

・今後、経費が発生しないか心配する声があった。 

・県内担当者間のネットワーク構築を期待する声があった。 

・著作権許諾や確認方法に関する取り決め等を文書で定めている例があれば知りたいとい

う要望があった。 

・二次利用などに関する注意事項について、利用者に周知する方法を検討してほしい。 

・遺跡発掘資料以外の、例えば文化財修理報告書を登録することは可能かとの質問。 

 

５．今後 

・サーバ構築作業がほぼ終わったので、今後実際に登録作業を行う予定。 

・テスト公開後、自治体担当者への説明会を開催する。（もしくは説明に伺う） 

・来年 4 月正式公開を目指す。 

 

６．その他 

・図書館から外へ出る機会—しかも地域へ出て説明をするという経験は貴重。 

・お互いに漠然と感じていた敷居が低くなった。 

・「地域に根ざした大学」を目指している大学にとっても、適切なプロジェクト。 

・県内関係者とのネットワーク構築につなげたい。 
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【事例報告】

宮崎県遺跡資料リポジトリ

2009年11月27日(金)

遺跡資料リポジトリシンポジウム
宮崎大学寸田 五郎

1

宮崎大学のご紹介

• 学生数：約5,000人
• 教職員：約1,400人
• 4学部（研究科）

• 図書館：本館 医学分館• 図書館：本館、医学分館

• 蔵書数：約490,000冊
• 研究室に全国の遺跡資料を10,000冊以上所
蔵

• 宮崎県の遺跡資料は約1,000冊？

2

遺跡資料との関わり

• 平成12年から遺跡発掘調査報告書データ
ベースを公開

• 教員の要請によりシステム構築

3

これまでの取り組み

• 平成21年度からプロジェクトに参加

• 6月：宮崎県埋蔵文化財センターと交渉

• 7月：宮崎市埋蔵文化財センターと交渉

• 7月：宮崎県文化財担当者会議で説明

• 8月：サーバを導入

• 9月～：報告書電子化、メタデータ登録

• 10月：試験公開開始

• 12月頃：一般公開開始予定

• 今年度は約400冊を公開予定

4

自治体への説明

• 宮崎県・宮崎市

– ノートPCに仮想サーバをインストール

– デモシステムを実演して説明

今後刊行される報告書を含めて許諾を得た– 今後刊行される報告書を含めて許諾を得た

• その他の市町村

– 文化財担当者会議で説明（約15分）

– 口頭で説明（デモなし）

– その後反応なし

5

自治体の反応（好意的）

• Web公開の必要性は認識

• 平成14年度以降の報告書のPDFデータを保
存（県埋蔵文化財センター）

「より多くの市民に利用してもらいたい• 「より多くの市民に利用してもらいたい」

• 「本当は自分たちでやらないと・・・」

• 「報告書は遺跡の形見」

6
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自治体の反応（消極的）

• 電子化の費用は？

• 個人情報が含まれる場合はどうする？

• 仕事が増えるのでは・・・

7

自治体保有PDFの問題点

• テキストが文字化けして全文検索ができない

【原因】フォントの問題？

【対策】画像として印刷後、OCR処理

• ファイルサイズが異常に大きい（1冊で約2GB）

【原因】編集時に余分なデータが蓄積されていた？

【対策】PDFとして印刷して再作成

8

今後の課題

• 新規発行される報告書の入力作業

• 小規模自治体の協力要請

• 遺跡資料に限らず郷土資料等を含めた地域
共同リポジトリ共同リポジトリへ

9
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小野 博

発掘前と発掘時の空撮画像を
重ね合わせ、並べなど連動表示し比較

発掘前と発掘時の空撮画像を
重ね合わせ、並べなど連動表示し比較 発掘ポイントから発掘成果を表示発掘ポイントから発掘成果を表示

→→

→→

→→

→→

空撮画像を活用した遺跡資料確認空撮画像を活用した遺跡資料確認

メニューから発掘ポイントを案内メニューから発掘ポイントを案内

空撮画像・3Dによる遺跡を含む地域地理情報の提示空撮画像・3Dによる遺跡を含む地域地理情報の提示

ブラウザで動作する地域情報用3D閲覧ソフトウェアブラウザで動作する地域情報用3D閲覧ソフトウェア

メニューからポイントを案内メニューからポイントを案内

発掘の情報や地域の情報を表示発掘の情報や地域の情報を表示

現在から発掘当時へ現在から発掘当時へ
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パネルディスカッション・全体討議 
 
 

「遺跡資料リポジトリの普及・拡大のために」 
 

  

司  会 ： 吉光  紀行（山口大学） 

パネリスト： 禰冝田 佳男（文化庁） 

福永  伸哉（大阪大学） 

村上   祐子（東北大学） 

森本    晋  （奈良文化財研究所） 

赤塚  次郎（愛知県埋蔵文化財センター） 

福山  栄作（島根大学） 
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資  料  編 
 
 

 
 

１．行政目的で行う埋蔵文化財の調査についての標準（報告） 

           平成１６年１０月２９日 
  文化庁埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会 
 

 
 

２．遺跡資料リポジトリ検索過程 

  
  

 

３．遺跡資料リポジトリ検索マニュアル（暫定・簡略版） 
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トップ画面
詳細画面

基本検索画面 検索結果画面

全部検索画面 全文検索結果画面

遺跡検索画面 遺跡検索結果 google maps 画面

横断検索トップ画面 横断検索結果

□遺跡資料リポジトリ検索過程

□検索の流れ
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□検索結果例

キーワード検索
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□検索結果例

所蔵一覧
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全文画像表示（画像＆本文OCRフルテキスト）
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遺跡資料リポジトリ検索マニュアル 

       

（暫定・簡略版） 

 

   

□ リポジト リ基本検索   ･･････････････････････････  ２  

 

□ 報告書全 文検索      ･･･････････ ････････････････ ５ 

 

□ Google, Google maps 検索  ･････････････････････ ６ 

 

□ 横断検索 ･･･････････････････ ･･･････････････････ ７ 
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 2

□リポジトリ基本検索 

 
1.1.1  利用方法 

 
トップページのメニューから『検索』を選択し使用することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検索には『キーワード検索』、『詳細検索』、『報告書全文検索』の３種類があります。 
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 3

1.1.2  キーワード検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーワードを指定してキーワードが含まれデータを検索します。 
キーワードは論理演算を行うことが可能です。 
 

演算子 内容 
空白、OR どちらかを含む 
AND どちらも含む 
NOT 続く語を含まない 
* 任意複数文字 
? 任意 1 文字 
”で囲う フレーズ 
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 4

1.1.3  詳細検索 

 
キーワード検索画面の右上に『詳細検索』をクリックすることで、詳細検索を使用するこ
とができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳細検索では、キーワード、タイトル、雑誌名といった、項目を指定して検索語を指定す
ることができます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※検索内容対象は設定ファイルに依存します。 
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 5

□ 報告書全文検索 

 
キーワード検索画面の右上に『報告書全文検索』をクリックすることで、報告書 PDF の全
文検索を使用することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーワードを指定してキーワードが含まれデータを検索します。 
キーワードは論理演算を行うことが可能です。 
 

演算子 内容 
空白、OR どちらかを含む 
AND どちらも含む 
NOT 続く語を含まない 
* 任意複数文字 
? 任意 1 文字 
”で囲う フレーズ 

 
 
全文検索の対象は公開されている PDF のみです。 
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 6

□Google, Googlemap 検索 

 
 
 
検索メニューから「遺跡検索」を選択
することでリポジトリの遺跡情報を
google map から見ることができます。 
 
遺跡検索を選択し、キーワードを入力
します。 
地理情報が入力されている遺跡データ
には「googlemaps へ」というリンクが
表示されます。リンクをクリックする
と、googlemaps へ移動します。 
 
 
 
 
google maps の画面では、アイコンをクリ
ックすると吹き出しに報告書へのリンク
が表示されます。 
 
 
 
 
 
検索結果画面の下にある「全て地図で
見る」ボタンをクリックすると表示結
果がすべて画面上に表示されます。 
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 7

□ 横断検索 

 
http://rarcom.lib.shimane-u.ac.jp/CrossSearch/ 
へアクセスします。 
 
キーワードを入力して検索ボタンをクリックするこ
とで登録リポジトリへの横断検索を行うことが出来
ます。 
 
 
 
検索結果ページでは、件数と検索結果が表示され、検索結果の表示件数、検索対象のリポ
ジトリを選択することができます。 
検索結果のタイトルをクリックすると各リポジトリの対象データの表示画面へ移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          検索結果 
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